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研究成果の概要（和文）：　本研究は、アメリカの教育学者ジョン・デューイが20世紀前半に構築した「協働的知性に
基づいた探究教育理論」の構造とその展開を究明することによって、現代の教育改革理論に対する示唆や提案を考察す
ることである。その研究成果は、第一に、デューイの実験的知性・協働的知性・学問の自由観に関する研究発表を日本
デューイ学会で行い、論文が掲載された。第二に、デューイによる探究教育理論の観点から、現代の教育改革に関する
提案と、高等教育改革についての発表を国際学会で行った。第三に、これらの研究活動をつうじて、現代におけるデュ
ーイの探究教育論に基づいた子どもや若者の想像的知性と希望の育成に関する発表を行った。

研究成果の概要（英文）：  The aim of this research is to examine the basic structure of educational theory
 of inquiry based on John Dewey's theory of cooperative inteligence which was proposed during the middle o
f the twentieth century. 
  The research results are in the following. First, the basic function of his theory of experimental intel
ligence and cooperative intelligence and his view on academic freedom are presented at the annual meetings
 of John Dewey Society of Japan. Second, the proposals on the recent educational reform and higher educati
on reform are presented at the international conferences at Fudan University, China and SeoulNnational Uni
versity, South Korea. Third, the relevance of Dewey's theory of inquiry to the imaginative experience and 
intelligence of youth is reviwed.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、現在進められている市場原理や

競争原理に基づいた教育改革やその理論的

基盤となるネオ・リベラリズムの教育理論に

対するもう一つの理論的パラダイムとして、

ジョン・デューイがアメリカの大恐慌以降の

1930 年代に展開した「協働的な探究教育理

論」の特徴を調べることによって、協働原理

に基づいた教育理論の構築の可能性につい

て考察するとともに、その現代的意義を解明

することが、わが国の教育改革に何らかの貢

献をするのではないかと考えるようになっ

たことが研究を始めるに至った理由である。 

この研究をつうじて、教育をめぐるさまざま
な課題を解決するために具体的な改善策や
改革の方策が提案され実施されている教育
改革の現状やその背後にある教育理論につ
いて考察することにより、わが国における教
育理論や教育実践の可能性を追究し、将来の
教育改革の方向性について示唆や提案を得
てみたいと考えるにいたった。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、アメリカの教育学者ジョ

ン・デューイが 20 世紀前半に構築した「協

働的知性に基づいた探究教育理論」の構造と

その展開を究明し、当時における「競争原理

に基づいた教育」と「協働や共有経験に根ざ

した教育」に関するデューイの見解を検討す

ることによって、現代の教育改革理論に対す

る示唆や提案を考察することである。この考

察とともに、現代における「協働的探究教育

理論パラダイム」の一環として、ケアリング

の教育理論や希望の教育理論へのデューイ

の影響についても検証し、日本型「希望の教

育学」の構築をめざすことをねらいとする。 

 
３．研究の方法 
本研究計画は、ジョン・デューイの協働的

探究教育理論の特徴を研究するために、3 年

間にわたってその理論的構造の解明、教育改

革報告書の実証的分析、現代における理論的

継承としての教育的ケアリング理論や希望

の教育学との比較分析、および日本型「希望

の教育学」の理論的構築に取り組むことであ

る。 

その方法論としては、教育思想の構造的分

析、教育改革に関する調査報告書の実証的分

析、教育理論の比較思想的アプローチ、わが

国の教育現状を踏まえた実践的理論の構築

などを採用する。 

 
４．研究成果 

研究成果としては、第一に、デューイの教

育理論と探究理論の理論的構造の分析を中

心に行い、バートランド・ラッセルの大学解

雇をめぐる学問の自由論の分析、社会的探究

における協働的知性の役割に関する考察、知

識の獲得における実験的知性の役割につい

ての検討に取り組んだ。 

第二に、現代の学校教育改革との関連で、

デューイの探究理論と美的理論の接点を検

討することによる美的・反省的な探究理論の

考察、シカゴ大学実験室学校におけるデュー

イの教育実践やカリキュラムの分析、デュー

イの探究理論に基づいた活動が若者の想像

的経験の発展に及ぼす影響の検討などに取

り組んだ。 

第三に、現代高等教育改革においてデュー

イの問題解決型・探究型教育がもつ意義を検

討するため、実験的探究や協働的探究のプロ

セスにおける構造分析に根ざした学習理論

についての考察や、探究や問題解決の過程に

おいて習得する感性的知性的な能力の転移

可能性についての分析などに取り組んだ。 
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